























































































































































































































































































　表8～12を見ると，第2, 3, 5, 6部門の供給マイナス輸出(SE2,ＳＲ３，
SE5.ＳＥ６)，第６部門の法人需要(f)C6)，第５部門の勤労者世帯の需要
　(/)W5)，第1，7部門の自営業主需要(ＤＭ１,£)訂7)のDurbin-Watson比
は基準を外れており，誤差項に系列相関があることを示している。この場
合，最小自乗推定量は不偏推定量ではあるが最小分散推定量とはならない
ことが知られており，他に(推定量の分散がこれより小さいという意味で)よ
り効果的な推定法が存在する。ここでは最尤法により推定した(表13参照)。
表13の/怯ｏは誤差の１次の自己回帰係数である。
　符号条件を調べておこう。ここで符号条件とは，需要関数においては当
該部門の価格の係数がマイナス値をとることが，供給関数においてはプラ
ス値をとることが期待されるという直観的な条件である。供給サイドでは
第5，6部門ＳＲ５，ＳＥ６のみがこれを満足した。他方需要側では大部分につ
いて成立することが確かめられる。すなわち法人需要は全部門についてこ
れを満す。各タイプの家計需要については，勤労者および自営業主の第２
部門(£)W2とＤＭ２)農家の第5，6部門(£)F5,£)F6)のみで成立しないだ
けである。
　需要関数の所得変数の係数は正であり，また需要の所得弾力性は１以下
であることも確かめられる。
　５．　解釈とまとめ
　最初に述べたように本稿の目的は，世帯主の職業別の需要関数の相違を
分析することと，一般均衡の枠組の中で超過需要関数を導出することであ
る。以上で計測を終えたので，組果をまとめて結びとする。
　世帯主の職業による需要関数の相違から始めよう。符号条件は第４節で
もふれたように第2，5，6部門で一部のタイプの世帯について成立しない。
第２部門では農家については成立するが，勤労者，自営業主両世帯につい
ては成立しない。第５部門については逆であり，勤労者，自営業主世帯に
　　　　　　　　　　　　　　一214(23)―
ついては成立するが，農家については成立しない。他方，第６部門では勤
労者世帯についてのみ成立し自営業主，農家については成立しない。第2，
5部門のパターンは，勤労者，自営業主世帯のデータの出典が家計調査で
あり，農家のデータは農家経済調査が原典であることから多少は説明がつ
くであろう。しかし第６部門のような，同じく家計調査を原典とする勤労
者世帯との需要関数における係数の符号の相違はおそらくそれぞれの行動
目的の相違を反映するものであろう。同じような符号の違いは第３部門の
ﾉ）6の係数や第７部門の刑の符号にも見られる。第３部門の内容は家具，
什器，家事用品であり，第６部門は交通・通信を含み，第７部門は損保
料，交際費を含むので，個人企業主としての自営業主と勤労者の違いが表
われていると考えられる。
　交差価格効果については，自営業主世帯の第５部門需要の/）6の係数と
第６部門需要の？5の係数の間で，また農家の第２部門需要の/）7の係数
と第７部門需要の戸2の係数の間，第３部門需要の刑の係数と第４部門
需要の7)3の係数の間，第６部門需要のＰ７の係数と第７部門需要のﾉ）6の
係数との間で矛盾があるように思われる。このような符号の逆転は，各部
門は１種類の商品に対応しているのではなく実際には複数種類の商品に
よって構成されているので部分均衡分析で観察されるような直截的な関係
が成立することはここでは期待し難いという事実によって説明されよう。
　最後に各部門の超過需要関数は，需要，供給関数(1)もしくは(2)が与えら
れる時
として求めることができる。ここで価格戸1，･……ゴ）7は内生変数であり，
外生変数のうち税率ｎ,‥…・．ＴＴ,ＴＹと利子率ｒは政策変数，職業別の世
帯数＃Ｗ,井訂,井/7は与件である。
　総務庁統計局『労働力調査年報』の「就業者（自営業主,雇用者）農林業男
　　　　　　　　　　　　　－213（24）－
－212（25）－
女計」のデータを利用して求めた超過需要関数を表14に掲げる。得られた
超過需要関数のうち第2，3部門は符号条件を満さない。
－211（26）－
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